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▲ 新議場での本会議風景（新議場での本会議風景（H20.6.3.H20.6.3.初日）初日）�▲ 新議場での本会議風景（H20.6.3.初日）�

　
平
成
二
〇
年
第
二
回

定
例
会
が
、
六
月
三
日

か
ら
二
〇
日
ま
で
の
一

八
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。�

 
 

今
回
は
、
一
八
人
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問

の
後
、
条
例
、
予
算
、

副
市
長
の
選
任
等
一
九

議
案
と
議
員
提
出
議
案

三
件
、
陳
情
三
件
の
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

��
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▼
一
日
目
（
三
日
）
は
、
新

市
長
の
所
信
や
一
般
質
問
通

告
者
の
数
と
通
告
時
間
及
び

議
案
を
付
託
す
る
委
員
会
等

の
開
催
日
数
を
勘
案
し
て
会

期
を
一
八
日
間
と
決
定
し
、

そ
の
後
、
五
月
二
一
日
就
任

の
加
藤
市
長
か
ら
、
地
方
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

と
し
た
「
五
つ
の
元
気
」
を

柱
と
す
る
市
政
運
営
に
対
す

る
所
信
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
六
人
の
議
員
か

ら
執
行
機
関
に
対
し
て
、
市

の
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
事

務
の
執
行
状
況
や
、
将
来
に

対
す
る
市
の
方
針
、
ま
た
、

議
員
活
動
に
お
い
て
気
が
つ

い
た
点
な
ど
に
つ
い
て
一
般

質
問
が
行
わ
れ
、
一
日
目
を

終
わ
り
ま
し
た
。

▼
二
日
目
（
四
日
）
は
、
一

日
目
に
引
き
続
き
五
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
二

日
目
を
終
わ
り
ま
し
た
。

▼
三
日
目
（
五
日
）
は
、
二

日
目
に
引
き
続
き
、
六
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

三
日
目
を
終
わ
り
ま
し
た
。

▼
四
日
目
（
六
日
）
は
、
三

日
目
に
引
き
続
き
一
般
質
問

を
行
い
、
そ
の
後
、
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
た
一
七
議
案
の

う
ち
、
九
議
案
を
可
決
し
、

条
例
改
正
、
補
正
予
算
等
、

八
議
案
と
陳
情
三
件
を
三
常

任
委
員
会
に
付
託
し
て
四
日

目
を
終
わ
り
ま
し
た
。

▼
五
日
目
（
二
〇
日
）
は
、

今
定
例
会
の
最
終
日
で
、
四

日
目
に
各
委
員
会
に
付
託
さ

れ
て
結
論
付
け
ら
れ
た
議
案

等
八
件
を
可
決
等
し
、
福
祉

人
材
の
確
保
充
実
を
求
め
る

意
見
書
及
び
原
爆
症
認
定
と

被
爆
者
の
救
済
に
関
す
る
意

見
書
等
の
議
員
提
出
議
案
三

件
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
市
長
か
ら
一
件
議
案

が
提
出
さ
れ
、
ま
た
、
福
生

市
農
業
委
員
会
委
員
が
推
薦

さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
を
可

決
し
、
陳
情
五
件
を
不
採
択

と
し
て
第
二
回
定
例
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

�

　
福
祉
人
材
の
確
保
充
実
を
求
め
る
意
見
書�

　
国
は
新
た
に
福
祉
人
材
確
保
指
針
を
示
し
た
が
、
い
ま

だ
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
定
着
率
や
労
働
条
件
の
劣

悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
労
働
環
境
や
給
与
水
準
の
整

備
、
介
護
報
酬
改
定
等
の
改
善
を
図
る
よ
う
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の
。

（
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
東
京
都

知
事
）

　
原
爆
症
認
定
と
被
爆
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書

　
国
内
の
約
二
五
万
人
の
原
爆
被
害
者
の
多
く
は
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
が
、
厚
生
労
働
大
臣
認

定
の
医
療
特
別
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
く
わ
ず

か
で
、
多
く
の
方
が
日
々
病
気
と
闘
い
不
安
な
毎
日
を
送

っ
て
い
る
。
被
爆
者
の
高
齢
化
も
進
み
、
一
刻
も
早
い
救

済
を
図
る
べ
き
と
考
え
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

（
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

　
多
摩
地
域
の
「
裁
判
所
支
部
の
本
庁
化
」
及
び
「
裁�

　
判
所
八
王
子
支
部
の
残
置
」
を
求
め
る
意
見
書�

　
東
京
地
方
裁
判
所
八
王
子
支
部
の
立
川
市
移
転
に
伴
い
、

多
摩
地
域
に
人
口
や
扱
い
事
件
数
に
対
応
で
き
る
規
模
の

本
庁
を
設
置
し
、
当
面
は
立
川
市
に
移
転
す
る
支
部
を
本

庁
化
さ
せ
、
ま
た
多
摩
地
域
に
複
数
の
支
部
が
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
、
八
王
子
支
部
の
残
置
を
求
め
て
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
。

（
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
最
高
裁
判
所
長
官
）


